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会員の絆深まるＰＴＡ運動会
　大崎市ＰＴＡ連合会では、令和７年８月２日（土）、昨年に引き続きＰＴＡ運動会を開催いたしました。バレーボー

ルやニュースポーツなど、その種目を変えてきたこの会員交流事業も、今年はなんとボウリング大会！

　各チーム６名による学校対抗戦で、応募のあった計14チームのプレイヤーのほか、子どもや応援を含めると100名以

上が一堂に会し、ボウリング場を貸し切って盛大に開催をいたしました。

　マイボールやマイシューズを持参の方にはハンディを課し、女性の方には得点に30点を加算するなどオリジナルのル

ールを決め、２ゲームの平均スコアで順位を競いました。

　ストライクやスペアを取った際には、チームのみんなでハイタッチやグータッチなど、各所でお決まりの光景も垣間

見ることができ、会員の絆を更に深める楽しい企画となりました。

　参加者の募集を始めてから、子どもを誘って度々練習に行く方々の姿を拝見し、家族とのコミュニケーションや、地

元施設の活性化にも少なからず貢献できたのではないかと感じております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信員　伊藤　伸浩

地域ぐるみで育てよう,心豊かでたくましい「みやぎの子」
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ＰＴＡ活動の意義

講演をする浅野直美顧問

第
20
回

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会

　
令
和
７
年
７
月
12
日
（
土
）
に
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
水
戸
屋
に
お
い
て
記
念

す
べ
き
第
20
回
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会

が
県
内
の
会
長
を
一
堂
に
会
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
の
中
で
平
吹
淳
会
長
は
、

近
年
、
生
活
様
式
の
多
様
化
や
こ
こ

数
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
施
策
等
の
影
響

も
あ
っ
て
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
希
薄
と
な
り
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
を
は
じ
め
、
私

た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も
大
き
な
影

響
が
で
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
学
校
だ

け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、

ま
さ
に
家
庭
教
育
に
も
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、
学
校
と
保
護
者
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
協
力
し
て
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
る
と
、
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
顧
問
浅
野

直
美
氏
か
ら
『
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
在
り
方
に
つ
い
て
』
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
顧
問
で
も
あ
る
浅
野

氏
の
講
演
は
ご
自
身
が
関
わ
っ
た
多

種
多
様
な
事
例
を
通
し
な
が
ら
の
お

話
で
、
今
後
の
地
域
活
動
及
び
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
講
演
内
容
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
歴
史
か
ら

始
ま
り
戦
後
80
年
も
の
間
、
趣
旨
は

さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
協
働
力
を
育
み
、
保
護
者
と
教

員
が
同
等
の
立
場
で
あ
る
こ
と
な
ど

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
会
長
と
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
実
行
す
る
こ
と
、
一
人
で

抱
え
ず
に
仲
間
に
役
割
を
与
え
る
こ

と
な
ど
の
あ
る
べ
き
姿
を
学
び
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
不
要
と
思
う
方
た
ち
の
話
も

聞
き
な
が
ら
、
教
職
員
と
保
護
者
と

の
橋
渡
し
役
と
い
う
重
要
な
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
効
果
は
す
ぐ
に
は
表
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
様
な
家
庭
環

境
・
地
域
に
対
応
す
る
組
織
を
目
指

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
わ
せ
た

活
動
を
地
道
に
、
で
き
る
範
囲
で
行

い
、
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
　
　
調
査
広
報
委
員
　
佐
藤
　
桂

あいさつをする平吹淳会長

基
調
講
演

基
調
講
演

「
こ
れ
か
ら
の

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

「
こ
れ
か
ら
の

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
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ＰＴＡ活動の今

　
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
畑
山
和
晴
副
会
長
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
指
名
さ
れ
た
グ
ル

ー
プ
の
ト
ー
キ
ン
グ
代
表
者
が
登
壇
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
の
削
減
や
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
を
進
め
た
結
果
、
一
定
の
評
価
を
い
た
だ

い
た
が
、
一
方
で
は
学
校
活
動
に
活
気
が
な
く

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
運
動
会
前

に
地
域
の
方
々
に
草
刈
り
を
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
学

校
も
あ
る

と
報
告
が

あ
り
ま
し

た
。

　
教
員
と

の
関
わ
り

方
に
つ
い

て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
や

働
き
方
改

革
に
よ
り

先
生
方
と

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
減

っ
て
い
る
。
顔
の
見
え
る
関
係
に
あ
る
と
い
う

の
は
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
良
好
な
人
間

関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
対
面
で
こ
そ
共
感
で

き
る
と
思
う
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
各
校
の
会
長
が
集
ま
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
語
り
合
う
機
会
が
無
か

っ
た
た
め
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
こ
れ
ま
で
心
に

留
め
て
い
た
教
育
に
対
す
る
意
見
が
活
発
に
、

よ
り
熱
く
語
ら
れ
、
非
常
に
有
意
義
な
情
報
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
調
査
広
報
委
員
長
　
湯
山
　
栄
大

グ
ル
ー
プ
ト
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
ト
ー
キ
ン
グ

グループトーキングの様子

グループトーキング代表者

コーディネーター
ＰＴＡ連合会　畑山和晴副会長
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未来へつなぐ絆

第57回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会

仙台大会
第57回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会

仙台大会 令和７年令和７年
９月13日（土）14日（日）９月13日（土）14日（日）

開会行事

　令和７年９月13日（土）で

は、仙台国際センター展示棟

において５つの分科会が、14

日（日）には東北大学百周年

記念会館川内萩ホールで全体

会が開催されました。

　開会行事のアトラクション

として東日本大震災で被災・

閉校した仙台市立東六郷小学

校で「特色のある教育活動」

の一環として取り組まれてい

る六郷くろしお太鼓応援隊に

よる「くろしお太鼓」の迫力

あるパフォーマンス、シンガ

ーソングライター伊藤洋平氏

と仙台市内小・中学生を中心

としたスペシャル合唱団によ

る曲目『優しさの色の歌』『花は咲く』の心温まる合唱とともに全体会が始まりました。

　東北ブロックＰＴＡ協議会大曽根学会長の主催者あいさつとして、仙台市は古くから「学都」と称され、教

育文化の根付くまちでもあり、変化の激しい現代においては、人と人の心のつながりを改めて見つめ直し、子

どもから大人まで、誰もが安心して自分らしく過ごせる居場所の求める第一歩を仙台の地で見つけ出していけ

たらと願っておりました。

　記念講演では東北大学准教授、細田千尋氏による『脳の発達から考える教育と子どものウェルビーイング～

自分で未来を切り開く力を育む～』をテーマに講

演をしていただきました。ウェルビーイングとは

身体的、精神的、社会的にも満たされている持続

的な充実感。また一人ひとり異なり、いろいろな

要素から形づくられているもの。子ども時代に信

頼できる人との繋がりが多いと大人になっても自

己効力感が高いということを話されていました。

　最後に次期開催地である秋田大会へ。そして仙

台を拠点に活動する５つのプロスポーツチームキ

ッズチアによる元気いっぱいの笑顔と力強いダン

スで熱いエールを送り、未来への想いをひとつに

してくれました。

　　　　　　　　　　　調査広報委員　佐藤　桂主催者あいさつをする東北ブロックＰＴＡ協議会大曽根学会長

仙台で織りなす「未来」
 ～居場所を創るＳ.Ｄ.Ｇ.ｓプロジェクト～
仙台で織りなす「未来」
 ～居場所を創るＳ.Ｄ.Ｇ.ｓプロジェクト～



5

子どもたちの笑顔のために

　第１分科会では、『新たな社会に向けた施策を踏まえたＰＴ

Ａ組織～現実と仮想を生きる子どもたちのために～』をテーマ

に、髙谷将宏氏よりSociety5.0の実現に向けた教育政策や、

その政策等に対するＰＴＡ組織の在り方について講演をしてい

ただきました。

　Society5.0とは、仮想空間と現実空間を融合させたシステ

ムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立していこうとす

る未来社会のコンセプトであり、望む情報だけを探す今までの

社会から、たくさん提供される情報の中から、自ら必要とする

情報を取捨選択していかなければならない時代がくる中、これ

からの子どもたちは、溢れる情報を自分自身で選択できる力を

養っていく必要がある。現実より仮想空間の方が楽しい、価値

があると感じる社会において、現実空間での実体験を通して現

実社会の価値をより高めていかなければならない。そのために

は、家庭、学校、地域を取り巻き、現実社会での様々な体験を

提供していく事がＰＴＡとして重要であると話されました。

　後半では、この前段の話を踏まえて、ＰＴＡとして今後どのような対応が求められるのか、３人のパネリス

トによってディスカッションが行われました。宮城県ＰＴＡ連合会副会長畑山和晴氏は、大人の都合で子ども

の成長を妨げてはならない。子どものウェルビーイングに焦点を当て、本来のＰＴＡの在り方として、「子ど

もを中心にした支援」を行うべきである。家庭・学校・地域が協働して支え合う新しい「共創の場」として、

今の時代のニーズに合わせた進化が必要である。地域を巻き込み、地域の方々と関わりを持つことによって、

子どもたちもコミュニケーションや地域の大切さ、現実空間の重要さを感じることができるのではないかと熱

く語られました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査広報委員　伊藤　伸浩

　第１部の基調講演では、明星大学教育学部教授である星山麻

木氏より、『心を一つに、笑顔咲き誇る、一人ひとりが輝く未

来へ～みんな違って、みんないい。個性が輝く共生社会のため

に～』をテーマにご講和いただきました。

　星山氏は発達障害について、少数派、多数派、「グレーゾー

ン」と分類するのではなく、一人ひとりを素敵な子どもとして

認め、「虹色なこどもたち」という表現をされていました。

　そして、個々の中には多様な特性があるということを、「虹

色」に例えて説明されました。ＡＳＤ、ＡＤＨＤの特徴的な傾

向を７色で示し、そのどれか一つに当てはまるのではなく、い

くつもの色が混ざり合っている存在なのだと。一人ひとり異な

った色であることを尊重することによって、子どもは輝き、生

きやすくなっていくのだとお話しされました。

　第２部のパネルディスカッションでは、宮城県ＰＴＡ連合会

副会長齋藤勇介氏がパネリストとなり、子どもが生きていく上

で居場所があることは不可欠であると述べられました。

　子どもがありのままを受け入れてもらえる環境、ありのままの自分を受け入れてもらえるという実感があっ

てこそ、そこに足を運びたくなるのだと。一人ではない、見守られているという安心感のある環境の中にあっ

てこそ、信頼感が生まれ、さらに自己肯定感が高まることで、色々な人と繋がってみようと思える。この様な

積み重ねが、多様な人たちの気持ちを受け止める土台となるのだと話されました。

　最後に、子どもたちの笑顔が、私たち保護者の笑顔を育んで、そして親子の笑顔に繋がり、さらに地域の笑

顔に繋がっていく。そのような活動を今後も展開していきたいと、熱い思いを語られました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査広報委員長　湯山　栄大

第 １分 科 会 　 組 織 運 営第 １分 科 会 　 組 織 運 営

パネリスト
宮城県ＰＴＡ連合会副会長　畑山　和晴氏

パネリスト
宮城県ＰＴＡ連合会副会長　齋藤　勇介氏

特 別 分 科 会   人 権 教 育特 別 分 科 会   人 権 教 育



　
栗
原
市
立
瀬
峰
小
学
校
で
は
、
栗
原
中
央
病
院
宮
野
峻
輔
医
師
を
招
き

教
育
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
演
題
は
『
や
る
気
を
生
み
出
す
生
活
習
慣
「
で
き
た
」
を
生
み
出
す
学

習
方
法
』
と
し
て
自
身
の
子
育
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
医
学
的
な
話
等
を
ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
内
容
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
終
始
笑
顔
あ
ふ

れ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
栗
原
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
年
度
内
に
「
地
区
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て

本
間
ち
ゃ
ん
こ
と
本
間
秋
彦
氏
を
講
師
に
招
き
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
講

演
会
や
、
気
仙
沼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
の
交
流
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

塩
竈
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
特
色
あ
る
活
動
紹
介通

信
員
　
鈴
木
　
晶
晴
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日
本
三
大
船
祭
り

で
あ
り
、
塩
竈
市
の

三
大
祭
り
の
一
つ
で

も
あ
る
「
塩
竈
み
な

と
祭
」
が
今
年
も
海

の
日
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
の
花
火
大

会
は
令
和
７
年
７
月

20
日
（
日
）
、
本
祭

の
神
輿
海
上
渡
御
や

陸
上
パ
レ
ー
ド
は
令

和
７
年
７
月
21
日

（
月
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
陸
上
パ
レ
ー

ド
で
は
、
毎
年
、
市

内
の
小
中
学
生
た
ち

が
「
よ
し
こ
の
塩

竈
」
と
い
う
踊
り
を

披
露
し
ま
す
。

　
児
童
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

一
緒
に
活
動
で
き
る

唯
一
の
お
祭
り
で
、

各
校
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
法
被
な
ど
を
着
た
子
ど
も
た
ち
が
パ
レ
ー
ド
に
登
場
し
て

踊
る
姿
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
熱
い
応
援
は
大
変
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
前
で
、
各
校
の
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
振
り
付

け
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
演
出
を
披
露
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
伝
統
的
な
祭
り
を

児
童
・
保
護
者
・
教
員
で
盛
り
上
げ
る
姿
は
大
変
頼
も
し
く
、
塩
竈
な
ら
で
は
の
特

色
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
信
員
　
門
脇
　
淳

地
域
と
共
に
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白
石
市
内
か
ら
車
で
５
分
ほ
ど
国
道
４
号
線
を
南
下

す
る
と
私
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
白
石
市
立
大
平

小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

　
大
平
小
学
校
父
母
教
師
会
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

空
白
期
間
を
埋
め
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
、
無
理

を
せ
ず
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
単
Ｐ
活
動
の
定
番
、
夏
休
み
明
け
の
除
草
奉
仕
作
業

は
保
護
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
良
い
機
会

で
す
。
昨
年
は
、
親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
12
月
に
実

施
し
好
評
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
も
実
施
予

定
で
す
。
保
護
者
も
子
ど
も
も
先
生
方
も
ひ
と
つ
に
な

っ
て
楽
し
む
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
岩
沼
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
岩
沼
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２

４
年
11
月
に
保
護
者
と
教
職
員
が
協
力
し
、
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
お
祭
り
「
ふ
た
き
ま
つ
り
＋
（
プ
ラ
ス
）
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
（
当
校
で
は
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
は
２

０
１
９
年
を
最
後
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
）

　
本
部
事
業
と
し
て
体
操
着
の
リ
ユ
ー
ス
が
話
の
始
ま
り

で
し
た
が
、
「
せ
っ
か
く
な
ら
食
べ
物
も
出
そ
う
」
「
ゲ

ー
ム
も
あ
る
と
楽
し
い
の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見
が
集
ま

り
、
規
模
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
本
格
的
な
お
祭
り
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
玉
こ
ん
に
ゃ
く
、
チ
ョ

コ
カ
ッ
プ
バ
ナ
ナ
な
ど
の
出
店
や
、
射
的
、
カ
タ
ヌ
キ
、

お
菓
子
つ
か
み
と
い
っ
た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
体

操
着
の
リ
ユ
ー
ス
、
金
管
バ
ン
ド
演
奏
等
、
保
護
者
と
教

職
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
準
備
・
運
営
を
行
い
ま

し
た
。

　
５
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
、
手
探
り
の
状
態
で
の
準
備

と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
も
保
護
者
も
大
い
に
楽

し
め
る
イ

ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し

た
。

　
保
護
者

か
ら
「
今

年
も
開
催

し

ま

す

か
？
ぜ
ひ

お
手
伝
い

し
た
い
で

す
」
と
の

嬉
し
い
声

も
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、

今
年
も
11

月
に
開
催

し
ま
す
。

　
登
米
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
令
和
７
年
度

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
に
お
い
て
、
新
た

に
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
大
人
だ
け
で
実
施
し
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
に
、
親
子
で
参
加
で
き
る
形
を
取
り
入
れ

た
こ
と
で
、
「
ド
ッ
チ
ビ
ー
」
や
「
モ
ル
ッ

ク
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
親

子
が
一
緒
に
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
学

ぶ
機
会
と
な
り
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、

毎
年
恒
例
の

「
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
講
演

会
」
も
今
年

度
開
催
予
定

で
、
子
育
て

や
教
育
に
関

す
る
学
び
を

地
域
全
体
で

共
有
し
て
い

き
ま
す
。

　
登
米
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会

で
は
、
こ
れ

か
ら
も
親
子

で
楽
し
み
な

が
ら
学
べ
る

活
動
を
通
じ

て
、
地
域
全

体
で
子
ど
も

た
ち
を
支
え

て
い
き
ま
す
。

7

つ
な
が
る
親
子
の
輪

　
〜
登
米
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
取
り
組
み
〜

通
信
員
　
石
川
　
悟

親
子
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
活
動
を
目
指
し
て

通
信
員
　
半
沢
　
健
太

ふ
た
き
ま
つ
り
＋（
プ
ラ
ス
）

通
信
員
　
鎌
田
　
潤
一
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　第73回日本ＰＴＡ全国研究大会石川大会が令和７年

８月22日（金）23日（土）、『サステナブルな未来づ

くりのために～創造と協働を石川から～』を大会テー

マに掲げ、石川県内各地を会場に盛大に開催されまし

た。

　令和６年には、石川県能登半島北部を中心に元日に

震災、９月には豪雨と未曾有の災害が発生し、多くの

方々が今なお早期の復旧・復興を願い日々の生活を歩

まれております。大会テーマに込められた、大人が予

測できない変化の中でもサステナブル（持続可能）な

未来を描きたいという想いは、災害を経た今だからこ

そより強く石川の地からＰＴＡを通した支え合いの心

やつながりの大切さが発信されたのではないでしょう

か。

　ＰＴＡ組織に対する不要論などが聞こえる昨今では

ありますが、日々の活動を通じた地域や学校との連携

などＰＴＡ活動の本質を再度認識し、未来に向けて今

何をおこなって行くべきかを改めて見つめ直す時間に

なったと感じています。

　分科会では、「家庭教育」「学校教育」「地域連

携」「人権教育」「広報活動」「今日的課題」につい

て、８つの分科会に分かれてそれぞれに学びを深めて

来ました。私の参加した「人権教育」の分科会では、

多様性の視点からＬＧＢＴＱ当事者、支援者、当事者

の保護者という立場からの視座と提案がなされ、親と

して、人として、自身の日々の何気ない発言などを振

り返りながら多様性の本質を考える機会となり、深い

学びを得る事が出来ました。

　全体会では、各会場がライブビューイングでつなが

り、アトラクションの「加賀とびはしご登り」では、

演技を通じて未来を担う子どもたちに郷土愛、伝統文

化と技が伝承されて未来につながっていく様子を目の

当たりにし、記念公演では『能登の創造的復興と学び

の環境～学習環境の魅力化あってこその復興～』と題

し、講師に石川県副知事の浅野大介氏を迎え、講師自

身が2019年当時、経産省の立場から文科省とともに

「ＧＩＧＡスクール」を推進した頃に構想した「未来

の教室」の姿、本当に変わり始めた学校の今、小さな

街で進む教育環境の魅力化の話を中心に先を見据えた

未来志向の示唆に富んだ話を聞くことが出来、これま

での歩みが未来につながる視点を得ることが出来まし

た。

　大変有意義な学びを得ることが出来た二日間。サス

テナブルな未来づくりのために、ＰＴＡ活動の意義と

可能性を再確認しつつ、この学びを今後の活動につな

げていきたいと思います。

　　　　　　　　　調査広報担当副会長　齋藤　勇介

　今号の発行にあたり、ご協力くださった皆様に心よ

り感謝申し上げます。コロナ禍が明け、各地で少しず

つしばらくぶりの活動が行われたことなどが聞こえて

います。

　また、活動内容などを見直すなど新しい時代に入っ

ていることも感じられます。社会情勢や各家庭環境な

ど考えさせられることもたくさんありますが、子ども

たちの成長を支える日々の営みなど紙面を通してお届

けしながら、未来を担う子どもたちとの思い出づくり

のお手伝いをしていければと思います。

　　　　　　　　　　　　調査広報委員　半沢　健太

報　告
http://www.miyagi-pta.gr.jp/
☎022－295－9581・9590
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第73回日本ＰＴＡ全国研究大会
石川大会に参加して

全体会　ステージ

講師　浅野大介副知事

記念講演


